
この広報誌は皆様から寄せられた「社協会費」・「赤い羽根共同募金配分金」が活用されています

み
ん
な
赤
い
羽
根
で
つ
な
が
っ
て
い
る

み
ん
な
赤
い
羽
根
で
つ
な
が
っ
て
い
る

～
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

～
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

『
街
頭
募
金
運
動
』～

『
街
頭
募
金
運
動
』～

（
中
止
の
ご
報
告
）

（
中
止
の
ご
報
告
）

　

10
月
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
相
馬
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
運
動
開
始

日
の
10
月
１
日
に
、
市
役
所
・
市
内
ス
ー
パ
ー

等
４
ヶ
所
で
街
頭
募
金
を
行
う
予
定
で
し
た

が
、
台
風
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
福

島
県
共
同
募
金
会
に
集
め
ら
れ
た
後
、
県
内

の
福
祉
施
設
の
整
備
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
各
種
事
業
に
配
分

さ
れ
る
ほ
か
、
災
害
時
の
見
舞
金
な
ど
地
域

で
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

募金の種類
　・戸別募金…各家庭

　・法人募金…市内の各企業

　・職域募金…企業、官公庁、
　　　　　　　各種機関の職員
　　　　　　　の方々

　・学校募金…小 中 学校、
　　　　　　　高等学校

　・イベント募金…街頭募金等

　・その他の募金

▲相馬地方広域消防本部様より募金を受け取りました
（写真左より南相馬市社協 西浦会長　相馬地方広域消防本部 菅原消防長）
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◎令和３年度ふくしのスローガン◎令和３年度ふくしのスローガン
　「さしのべた 手と手がつなぐ 地域の輪」　「さしのべた 手と手がつなぐ 地域の輪」



コロナ禍だからこそ地域のつながりを大切にコロナ禍だからこそ地域のつながりを大切に
～歳末たすけあい運動～～歳末たすけあい運動～

運動期間　令和３年１２月１日～１２月３１日まで運動期間　令和３年１２月１日～１２月３１日まで

　ひとり親家庭（母子・父子世帯）のお子さんが、元気で笑顔（スマイ
ル ）になれるよう、定期的にお米を無償でお配りいたします。

❖申込締切❖　令和３年１１月３０日（火）
❖配 布 日❖　令和３年１２月１０日（金）
❖対象世帯❖　�２０歳までのお子さんがいる、南相馬市在住の　

ひとり親家庭

　❖問い合わせ・申込先❖
　　地域福祉課（各区福祉サービスセンター）
　　・小高区　☎（０２４４）４４－５９７０
　　・鹿島区　☎（０２４４）４６－５３５４
　　・原町区　☎（０２４４）２４－３４１５

スマイ(米)ルお届け事業　お米寄付報告  ９月分実績
　〇寄付件数　　　　　　　　１３件（合計　４６６㎏）
　〇お届け件数　　　　　　　６８件（合計　３４０㎏）

　１２月１日より、歳末たすけあい運動が全国的に実施されます。
　歳末たすけあい運動は新たな年を迎える時期に実施している募金で、共同募金運動の一環です。
　地域住民やボランティア、民生委員・児童委員などの関係機関の協力のもと、年末年始に向けて支援を
必要とする人たちが地域で安心して暮らすことができるよう、�住民の参加や理解を得て多様な福祉活動を
展開するものです。皆さまのご協力をお願いします。

　令和２年度の歳末たすけあい募金では、市民の皆さまよ
り３,７１９,６３２円のご協力をいただきました。
　皆さまからの募金は、歳末時期に行われる福祉活動に使わ
れ、余剰金については翌年度に共同募金配分として活用され
ます。
　南相馬市では、地域のふれあい事業を計画している行政
区の方々に対する支援（歳末たすけあい募金配分事業）のほ
か、社会福祉協議会で行う子どもの健全育成のための事業
（子どもニコニコ元気塾など）に使われています。

※�インターネットから歳末たすけあい募金へ
寄付をする場合は、メッセージ欄に「歳末
たすけあい募金へ寄付」と入力をお願いし
ます。

地域歳末たすけあい募金の使途地域歳末たすけあい募金の使途

申込専用
ＱＲコード

＜南相馬市子育て応援基金助成事業＞＜南相馬市子育て応援基金助成事業＞

～ ひとり親家庭支援～ ひとり親家庭支援スマイ（米）ルお届け事業 ～スマイ（米）ルお届け事業 ～

▲  おいしいお米をたくさん食べてね♪

▲  ボランティアさん、袋詰め作業中！

※利用したことがある方も、毎回必ず申込みが必要になります！

～ご寄付・ボランティアの募集～～ご寄付・ボランティアの募集～
◇�玄米の寄付（購入・収穫してから１年以内のもの）
◇お米の精米作業・袋詰作業 など

皆さまのご協力をよろしくお願いします

急募急募
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　難病患者さんやそのご家族の生活支援や話し相
手として活動するボランティアの養成講座を開催
します。
　難病のことや実際に活動しているボランティア
の話などを伺います。
　ぜひ、ご参加ください。

⃝日　時　　令和４年１月２４日（月）
　　　　　　午後１時３０分�～�午後３時

⃝会　場　　原町区福祉会館

⃝内　容　　①�難病について（パーキンソン病に
ついて）

　　　　　　・福島県相双保健福祉事務所
　　　　　　　保健師　山�田��秀�彦��氏

　　　　　　②難病ボランティアについて
　　　　　　　・ボランティア利用患者から
　　　　　　　・難病ボランティアなみの会�会員

⃝定　員　　３０人

⃝参加費　　無　料※どなたでも参加できます。

⃝締　切　　令和４年１月１７日（月）

⃝問い合わせ・申込先
　地域福祉課（原町区）　☎（０２４４）２４－３４１５

　南相馬市福祉事業所連絡協議会では「障がい者
週間」に合わせて市内７法人（１０事業所）の活動内
容や、障がい者事業所に通所または入所している
方々の製作品を紹介し、市民の方々へ障がい福祉
に対する理解促進を図るために作品展示会を実施
します。

⃝開催期間　　令和３年１２月３日（金）
～１２月９日（木）

⃝会　　場　　南相馬市中央図書館　交流広場

⃝内　　容　　・障害のある方の製作品展示
　　　　　　　・�各福祉事業所の活動内容や授産

品の紹介
　　　　　　　・�各種福祉サービスや取り組みな

どの紹介

⃝問い合わせ先
　ＮＰＯ法人�さぽーとセンターぴあ

　☎（０２４４）２４－０２１６

※南相馬市福祉事業所連絡協議会　構成メンバー
・NPO法人�ほっと悠　・NPO法人�はらまちひばり
・社会福祉法人�福島県福祉事業協会
・NPO法人�あさがお　・NPO法人�ぼーんず
・NPO法人�あさ家　・NPO法人�さぽーとセンターぴあ
・相馬地方基幹相談支援センター�拓
・南相馬市�社会福祉課障がい福祉係
・社会福祉法人�南相馬市社会福祉協議会　

＜みなみそうま市民ふくし大学 ボランティア講座＞＜みなみそうま市民ふくし大学 ボランティア講座＞

難病ボランティア養成講座難病ボランティア養成講座
私たちの“笑顔”を届けたい！私たちの“笑顔”を届けたい！
～南相馬市福祉事業所「みんなの作品展示会」～～南相馬市福祉事業所「みんなの作品展示会」～

各
種
事
業
・
イ
ベ
ン
ト

各
種
事
業
・
イ
ベ
ン
ト

中
止
の
お
知
ら
せ

中
止
の
お
知
ら
せ

赤
十
字
健
康
講
演
会

赤
十
字
健
康
講
演
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
不

安
が
払
拭
で
き
な
い
・
感
染
予

防
策
を
取
る
こ
と
が
困
難
な
ど

を
理
由
に
左
記
事
業
・
イ
ベ
ン

ト
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

来
年
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
安
心
か
つ
楽
し
ん
で
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

≲
中
止
す
る
イ
ベ
ン
ト
≳

・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

・
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会

・
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会

（
鹿
島
区
・
原
町
区
）

・
シ
ニ
ア
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

（
小
高
区
）

　

日
本
赤
十
字
社
南
相
馬
市
地

区
で
は
、
健
康
に
関
す
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝

日　
時

　

令
和
３
年
12
月
２
日（
木
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

⃝

会　
場

　

原
町
区
福
祉
会
館

⃝

演　
題

　
「
食
べ
続
け
る
た
め
の
口
腔
ケ
ア
」

⃝

講　
師

　

福
島
赤
十
字
病
院

　

嚥
下
障
害
看
護
認
定
看
護
師

　

八
木
沼�

裕
子�

氏

⃝

参
加
費　

�

無　

料

⃝

締　
切

　

令
和
３
年
11
月
26
日（
金
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

地
域
福
祉
課（
原
町
区
）

　
（
０
２
４
４
）24

－

３
４
１
５

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
事
前
の

検
温
、
発
熱
等
が
な
い
こ
と

を
確
認
の
上
、
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　 
ま
た
、
市
内
の
感
染
状
況
に

よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
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◆
日
　
時

　

令
和
３
年
12
月
13
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

◆
会
　
場

　

原
町
区
福
祉
会
館

　

中
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

☎（
０
２
４
４
）23

－

４
５
１
９

荒あ
ら

ま
で

認
知
症
相
談
会

認
知
症
相
談
会

こ

認
知
症

認
知
症
こ
ら

む

ら

む

認
知
症
の
人
へ
の
対
応

　「
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
」

（
執
筆
者
：
南
相
馬
市
立
総
合
病
院

看
護
師
　
渡
部
喜
美
枝
）

　

病
院
で
よ
く
見
ら
れ
る
光
景

で
す
。
認
知
症
の
人
が
車
い
す

に
座
っ
て
い
て
急
に
立
ち
上
が

ろ
う
と
し
た
と
き
、
看
護
師
は
、

「
立
た
な
い
で
く
だ
さ
い
」と

声
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

う
す
る
と
認
知
症
の
人
は
怒

ら
れ
た
か
と
思
い
、
不
機
嫌
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
ど

う
し
ま
し
た
か
？
」と
い
う
声

か
け
な
ら
、
そ
の
人
の
思
い
を

尊
重
し
た
問
い
か
け
に
な
り
ま

す
。

　
〝
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・

ケ
ア
”は
、
ト
ム
・
キ
ャ
ッ
ト

ウ
ッ
ド
と
い
う
英
国
の
心
理
学

者
が
提
唱
し
た「
そ
の
人
を
中

心
と
し
た
ケ
ア
」と
い
う
考
え

方
で
す
。
そ
の
人
が
ど
ん
な
ふ

う
に
思
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の

人
の
内
面
を
見
つ
め
、
心
の
な

か
に
抱
え
て
い
る
寂
し
さ
や
つ

ら
さ
を
よ
く
理
解
し
、
人
と
し

て
尊
厳
性
を
も
っ
て
接
す
る
ケ

ア
で
す
。

　

急
な
事
態
で
は
、
私
た
ち
も
慌

て
て
声
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
真
心

の
こ
も
っ
た
ケ
ア
を
心
が
け
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

難
聴
は
認
知
症
の
リ
ス
ク
を
上
げ
る
　
聞
こ
え
の
勉
強
会

～
原
町
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー  

家
族
介
護
教
室
～

！？

ア
ロ
マ
と
お
花
で
癒
さ
れ
る
フ
ラ
ワ
ー
雑
貨
作
り

～
鹿
島
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー  
家
族
介
護
者
交
流
会
～

　

10
月
８
日
に
株
式
会
社
緑
ヶ

丘
パ
ー
ト
ナ
ー
小
桧
山
司
氏
・

株
式
会
社
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
補
聴

器
東
北
エ
リ
ア
チ
ー
フ
森
直
樹

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
聞
こ

え
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
難
聴
と
認
知
症

の
関
係
な
ど
の
講
話
を
聞
い
た

後
、
補
聴
器
や
聞
こ
え
に
関
す

る
便
利
グ
ッ
ズ
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

９
月
29
日
にtocotow

a

フ
ラ

ワ
ー
教
室
上
田
純
子
氏
を
講
師

に
お
招
き
し
、
家
族
介
護
者
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

癒
し
の
効
果
が
あ
る
ア
ロ
マ

ワ
ッ
ク
ス
バ
ー
を
作
成
し
な
が

ら
、
介
護
者
同
士
の
交
流
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
認
知
症
の

ブ
ー
ス
を
設
け
認
知
症
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

▲  どこまで高い音が聞こえるかチェックし
ました

▲ 真剣に講話を聞きました！▲ 認知症コーナーに興味深々

▲ 上手にできました♪
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こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

『
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン「
て
と
て
」』

⃝

日
　
時

　

令
和
３
年
11
月
24
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分　

開
場

⃝

会
　
場

　
�

福
島
市
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
セ
ン

タ
ー
・
ア
オ
ウ
ゼ　

大
活
動
室

⃝
内
　
容

　

転
倒
防
止
教
室

※
マ
ス
ク
着
用
・
飲
み
物
持
参

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
課
地
域
福
祉
係

　

☎（
０
２
４
）５
３
３

－
８
８
８
１

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

『
社
協
ゆ
い
ゆ
い
広
場
』

⃝

日
　
時

　

令
和
３
年
11
月
24
日
㈬

　

令
和
３
年
12
月
22
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

⃝

会
　
場　
原
町
区
福
祉
会
館

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
原
町
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

『
お
だ
か
サ
ロ
ン
』

⃝

日
　
時

　

令
和
３
年
11
月
17
日
㈬

　

令
和
３
年
12
月
15
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

⃝

会
　
場

　

小
高
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
小
高
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

※�

サ
ロ
ン
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、

感
染
症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�

ま
た
、
状
況
に
よ
り
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

被
災
者
支
援
事
業

サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

福
島
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

福
島
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

ちょっとそこまでちょっとそこまで
～おさんぽラリー～～おさんぽラリー～

～参加された方からのコメント～

　生活支援相談室の地域支援事業の
中で、今年度初めてとなる『おさんぽ
ラリー』を、原町区内の復興公営住宅
４ヶ所で開催しました。お散歩しなが
ら「ちょっと良いこと♪」ということで、
ゴミ拾いをしながら歩きました。コース
は団地周辺で、参加された方からは「楽
しかった」「ゴミ拾いをして気持ちが良
かった」などのお声を頂きました。各団
地、袋いっぱいにゴミが集まりました。

みんなでワイワイしながら歩みんなでワイワイしながら歩
いてとても楽しかったです。いてとても楽しかったです。
歩いた後は、道がきれいに歩いた後は、道がきれいに
なっていて気持ちが良く、となっていて気持ちが良く、と
ても嬉しかったです。ても嬉しかったです。

Q.�福祉用具って何？どんな物があるの？

A.�福祉用具とは、高齢者や障がい者の自立に役立ち、介護する
　方の負担を軽減する役割をもっています。
　�介護保険サービスで利用できる福祉用具には、福祉用具貸与
と福祉用具購入の２種類があります。

　①福祉用具貸与とは
　　�自宅での暮らしを支える生活支援として、介護認定をお持
ちの方は、介護保険サービスを利用して福祉用具（ベッド・
車いす・スロープ・手すり・歩行器など）をレンタルする
ことができます。また利用には、利用者負担割合分（※注1）
を事業所に支払うようになります。

　②福祉用具購入とは
　　�可能な限り自宅で日常生活を送ることができるよう、入浴
や排せつなどに使用する用具（シャワーチェア・浴槽グリッ
プ・ポータブルトイレなど）を購入する際に、１年度の間（４
月～翌年３月）につき１０万円を限度額とし支給を受けるこ
とができます。その場合は一旦全額をお支払いいただき、
その後の手続きにて利用者負担割分(※注1)が戻ることにな
ります。

　★尚、介護保険に該当しない方でも自費でレンタルすることができます。
　　詳しいご相談先
　　介護認定を受けている方……担当のケアマネジャー
　　介護認定を受けていない方…担当地区の地域包括支援センター
　　　原町西地域包括支援センター　☎（０２４４）２５－３３２９
　　　原町東地域包括支援センター　☎（０２４４）２４－３３９０
　　　小高地域包括支援センター　　☎（０２４４）４４－１７００
　　　鹿島地域包括支援センター　　☎（０２４４）４６－４６００

おしえて社協さんおしえて社協さん

▲  脳トレ体操♪指をつけたま
ま上手に動かせるかな？

▲  スカットボールで心も体
もスカッとしました☆

おだかサロンおだかサロン社協ゆいゆい広場社協ゆいゆい広場

※注1：�各自の利用者負担割合については、本人の合計所得額または、同
じ世帯にいる６５歳以上の方の年金収入＋その他の合計所得金額
により異なります。

（11月15日号）
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「
ま
ご
こ
ろ
ひ
ろ
ば
」　　
　
《
令
和
３
年
９
月
16
日
～
令
和
３
年
10
月
15
日
》

【
ご
遺
志
金
】

小
高
区

・
村　

田　

良　

隆　

様（
本　

町
）

故�

村�

田��

知�

子��
様�
ご
遺
志
と
し
て

・
杉　
　
　

秀　

一　

様（
福　

岡
）

故�

杉�　

��

ハ�

ル��

様�

ご
遺
志
と
し
て

鹿
島
区

・
伹　

野　

正　

人　

様（
小
島
田
）

故�

伹�

野��

マ
サ
コ��

様
ご
遺
志
と
し
て

・
中　

野　

進　

一　

様（
寺　

内
）

故�

中�

野��

開�

進��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
管　

野　

り
つ
子　

様（
塩　

崎
）

故�

管�

野��

チ
ヨ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
小
野
田　
　

忠　
　

様（
鹿　

島
）

故�

小
野
田��

益�

夫��

様�

ご
遺
志
と
し
て

原
町
区

・
高　

倉　

裕　

信　

様（
石　

神
）

故�

高�

倉��　

�

正��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
鴫　

原　

照　

江　

様（
萱　

浜
）

故�

鴫�

原��

正�

男��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
日　

當　

悦　

子　

様（
北　

町
）

故�

日�

當��

福�

松��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
諸　

井　

秀　

晃　

様（
栄　

町
）

故�

諸�

井��

秀�

一��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
江　

藤　

由　

弘　

様（
馬　

場
）

故�

江�

藤��

道�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
樋　

渡　

良　

一　

様（
上
高
平
）

故�

樋�

渡��

ヨ
ウ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
伊　

賀　
　

智　
　

様（
小
川
町
）

故�

伊�

賀��　

�

忠��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
薄　

田　

清　

子　

様（
高
見
町
）

故�

薄�

田��　

�

繁��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
三
本
松　

秀　

行　

様（
北　

原
）

故�
三
本
松��

千
代
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
鈴　

木　

教　

正　

様（
大
木
戸
）

故�
鈴�
木��
和�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
高　

田　
　

貢　
　

様（
上
太
田
）

故�

高�

田��

竹�
子��
様�
ご
遺
志
と
し
て

・
金　

澤　

美
千
代　

様（
上
渋
佐
）

故�

金�

澤��

正�

篤��

様�
ご
遺
志
と
し
て

・
松　

浦　

明　

子　

様（
青
葉
町
）

故�

松�

浦��

景�

一��

様�

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
金
】　　
　
　

・
八　

木　

三
保
子　

様（
新
潟
県
）

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
に

・
匿　
　
　
　

名

南
相
馬
市
支
援
の
た
め
に

【
物
品
寄
付
】　　
　
　
　

・
村　

松　

と
き
子　

様（
小　

高
）

紙
オ
ム
ツ
等
を
社
会
福
祉
た
め
に

・
小
高
マ
ル
シ
ェ　

様（
４　

件
）

野
菜
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

【
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
厚
情
は

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
】

　

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額

一
万
円
以
上
の
会
費
を
納
入
し
て

い
た
だ
い
た
企
業
、
事
業
所
等
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

㈲
菅
頭
電
機

㈲
今
野
畜
産

Ｙ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ

立
正
佼
成
会
原
町
教
会

北
日
本
紙
業
㈱

東
北
サ
ッ
シ
工
業
㈱

後
藤
輪
業

㈱
高
良

鈴
木
会
計
事
務
所

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ひ
と
り
ご
と

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

ケ
ア
ネ
イ
シ
ョ
ン　

様（
埼
玉
県
）

歯
磨
き
セ
ッ
ト
等
を
南
相
馬
市
支
援

の
た
め
に

・
易
延
企
業
有
限
公
司　

様

（
台
湾
の
会
社
）

不
織
布
マ
ス
ク
を
社
会
的
弱
者
の
た

め
に

・
江　

藤　

由　

弘　

様（
馬　

場
）

紙
パ
ン
ツ
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
横　

手　

健　

一　

様（
徳
島
県
）

玄
米
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

救
援
・
中
部　

様（
愛
知
県
）

菜
種
油「
油
菜
ち
ゃ
ん
」を
ス
マ
イ(

米)

ル
お
届
け
事
業
の
た
め
に

・
と
ま
と
サ
ロ
ン
一
同　

様

雑
巾
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
鈴　

木　

節　

子　

様（
栄　

町
）

衣
類
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
数　

間　

光　

子　

様（
大
木
戸
）

手
作
り
マ
ス
ク
等
を
社
会
福
祉
の
た

め
に

・
匿　
　
　
　

名

タ
オ
ル
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

令
和
３
年
度　

賛
助
会
費

令
和
３
年
度　

賛
助
会
費

（
令
和
３
年
８
月
１
日
～
９
月

（
令
和
３
年
８
月
１
日
～
９
月
3030
日
）
日
）

　

先
日
、
子
ど
も
の
保
育
園

最
後
の
運
動
会
が
あ
り
ま
し

た
。

　

か
け
っ
こ
で
一
生
懸
命

ゴ
ー
ル
目
指
し
て
走
る
姿
を

見
て
、
年
少
の
運
動
会
で
は

緊
張
か
ら「
や
り
た
く
な
い
！

帰
る
！
」
と
グ
ズ
っ
た
姿
を

思
い
出
し
て
感
慨
深
く
思
い
、

年
長
さ
ん
の
リ
レ
ー
で
は
、

と
て
も
白
熱
し
た
展
開
に
な

り
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
真

剣
に
取
り
組
み
、
お
互
い
に

応
援
し
な
が
ら
歓
喜
し
た
り
、

悔
し
が
る
姿
を
見
て
、
成
長

を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
行
事
が
終
わ
っ

て
い
く
た
び
に
卒
園
へ
近
づ

い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、

時
が
過
ぎ
行
く
早
さ
に
寂
し

さ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。　　
　
　
　
　
　
　
（
Ｒ
）

フ
ー
ド
バ
ン
ク
御
礼
と
ご
報
告

フ
ー
ド
バ
ン
ク
御
礼
と
ご
報
告

９
月
分
実
績

◆
社
協
へ
の
寄
付
件
数

　

23
件
（
総
数　

５
５
２
点
）

◆
要
支
援
者
へ
の

食
料
引
き
渡
し
件
数

　

19
件
（
総
数　

３
４
５
点
）

　

活
動
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大好きな観葉植物
１日の疲れがとれるホットひと息つけるスペース

気持ちがやすらぐくつろぎの空間です♬
　訪問介護事業所　K

WAのWAの○○
ま るま る

○○
ま るま る
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ありがとうございました

福島いのちの電話　相談電話　０２４－５３６－４３４３


